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みなさまおげんきですか。たいこうせつはもうだい２のにちようびをむかえましたね。 

アドベントカレンダーをまいにちいのりをしてからいろをぬっていますか。 

イエスさまをむかえるためにわすれないでね。 

こうていテｲベリウスのちせいのだい１５ねん、ポンテｲオ・ピラトがユダヤのそうとく、ヘロ
デがガリラヤのりょうしゅ、そのきょうだいふぃりぽがイトラヤとトラコンちほうのりょう
しゅ、リサニヤがアビレネのりょうしゅ、アンナスとカイアファとがだいさいしであったと
き、かみのことばがあれのでザカリアのこヨハネにくだった。そこで、ヨハネはヨルダンかわ
ぞいのちほういったいにいって、つみのゆるしをえさせるためにくいあらためのせんれいを
のべつたえた。これは、よげんしゃイザヤのしょにかいてあるとおりである。 
「あれのでさけぶもののこえがする。『しゅのみちをととのえ、そのみちすじをまっすぐにせ
よ。たにはすべてうめられ、やまとおかはみなひくくされる。まがったみちはまっすぐに、で
こぼこのみちはたいらになり、ひとはみな、かみのすくいをあおぎみる。』」 

 

きょうのふくいんしょでは、「あれのでさけぶこえがする」とかいてあります。ユダヤのぜ

んちほうからせんれいしゃヨハネのよびかけにこたえて、いままでわるかったことをはん

せいし、つみのゆるしのためにせんれいをうけていました。このこともかいてあります： 

「しゅのみちをととのえ、まがったみちはまっすぐにし、でこぼこのみちはたいらになり、

かみのすくいをみる。」じぶんにとって、まがったみち、でこぼこのみちとは、どんないみ

があるのでしょうか。かんがえてみましょう。おともだちとけんかしたとき、ごめんとあや

まったら、でこぼこのみちは（こころ）はまっすぐになったのですね。しかしだれかとくら

べてじぶんがいちばんとおもって、じまんしてごうまんなこころのままでいたら、それは

みち（こころ）はたいらになっていませんね。 

 

わたしたちは、まいにちかみさまとつながっています。そのこえがきこえますか。いまのた

いこうせつはかみさまのこえにきづくきかんでもあります。かみさまはいつもわたしたち

といっしょにいて、いろんなほうほうでしめしてくださっています。せんれいしゃヨハネ

はかみさまのこえをたいせつにしたひとりです。イエスさまについてしらせてくださって、

またわたしたちにかみさまのこえにみみをかたむけるようによびかけていました。 

みんな、かみさまのこえをきこえていますか。なにをいっておられますか。かみさまはわた

したちのこころによびかけることもあります。まわりのひとびとをとおしてこえをかけら

れるときもあります。おとうさん、おかあさん、せんせい、ともだちなどなどです。 

そのこえにみみをすましてきいてこたえましょうね。 
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